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第 1章 函館市上下水道事業経営ビジョンの策定にあたって 

 

１ 策定の趣旨 

本市の水道事業は，明治 22 年に横浜に次ぎ日本で２番目の近代水道として給水

を開始して以来，市勢の発展に伴い現在まで６次にわたる拡張事業を実施し，良

質な水の安定的な供給に努めてきました。 

また，下水道事業は，昭和 23 年に事業認可を受け事業を開始して以来，事業計

画区域の拡大に伴い段階的に施設の整備を進め，河川や海などの水質保全や生活

環境の向上に努めてきました。 

現在，人口の減少などに伴う水需要の減少，施設の老朽化や自然災害による影

響など，上下水道事業を取り巻く環境は大きく変化していますが，このような状

況においても，上下水道施設は市民生活や社会経済活動を支える重要なライフラ

イン※であることから，安全・安心な生活環境の維持に寄与するため，これまで構

築してきた上下水道システムの機能を次世代に引き継いでいかなければなりませ

ん。 

本ビジョンは，今後の本市における上下水道事業の安定した事業経営のため，

水道・下水道の目指すべき方向性を明らかにし，望ましい上下水道の姿に向けた

取組を示す指針として策定するものです。 

 

２ 上下水道事業経営ビジョンの位置付け 

 本ビジョンは，国の「新水道ビジョン」・「新下水道ビジョン」や，国により策定

が求められている「経営戦略」の趣旨を踏まえ，本市のまちづくりの指針である

「函館市基本構想」との整合を図り策定するもので，今後の上下水道事業におけ

る経営の方針や施策の方向性を示すものです。 

 

   【函館市上下水道事業経営ビジョンの位置付け】 

 

３ 計画期間 

 本ビジョンの計画期間は，平成 29 年度から平成 38 年度までの 10 年間としま

す。 


